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シリーズ⑮ 

　北近江の寺院や仏堂に祀られてい
る多くのホトケさま。今もなお地域
の人たちによって守り継がれていま
す。その中から代表的なものをシリ
ーズで紹介していきます。 

重
要
文
化
財

「
薬
師
如
来
立
像
（
鶏
足
寺
）」

・
指
定
日
　
明
治
34
年
３
月
27
日
指
定

・
所
在
地
　
木
之
本
町
古
橋

か
つ
て
己
高

こ
だ
か
み

山や
ま

に
あ
っ
た
と
伝
え
、

現
在
は
地
元
管
理
の
文
化
財
収
蔵
庫

「
鶏
足
寺
世
代
閣
」
に
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
う
ず
た
か
い
肉
髻

に
っ
け
い

に
大
粒
の
螺ら

髪ほ
つ

痕
を
残
し
、
張
り
の
あ
る
頬
、
遠
く

を
見
つ
め
る
眼
差
し
、
口
元
の
く
ぼ
み

は
慎
ま
し
や
か
な
微
笑
み
を
思
わ
せ
ま

す
。
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
も
つ

身
体
は
、
薄
い
衣
と
線
状
の
衣え

文も
ん

線せ
ん

で

覆
わ
れ
、
大
腿
部
を
強
調
し
て
股
間
に

Ｕ
字
形
衣
文
を
重
ね
ま
す
。
左
半
身
を

大
き
く
後
補
し
ま
す
が
、
カ
ヤ
材
製
の

一
木
造
で
当
初
部
分
に
は
内
刳

う
ち
ぐ
り

が
あ
り

ま
せ
ん
。

奈
良
・
唐
招
提
寺
の
伝
薬
師
如
来
立

像
（
奈
良
時
代
後
期
）
は
本
像
と
極
め

て
よ
く
似
て
い
て
、
か
の
鑑
真
和
上
が

直
接
指
導
の
も
と
、
当
時
最
新
の
中
唐

ち
ゅ
う
と
う

様
式
と
木
彫
技
法
を
投
入
し
て
つ
く
ら

せ
た
像
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

像
が
の
ち
の
平
安
初
期
彫
刻
の
様
式
と

技
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
日
本
彫

刻
史
の
一
大
転
換
期
を
引
き
起
こ
し
ま

し
た
。

唐
招
提
寺
像
に
酷
似
し
た
像
が
己
高

山
周
辺
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、

当
時
の
湖
北
地
域
と
奈
良
の
都
と
の
密

接
な
関
係
と
、
技
術
水
準
の
高
さ
を
示

し
ま
す
。
鶏
足
寺
像
以
降
、
平
安
時
代

に
か
け
て
湖
北
地
域
で
は
数
多
く
の
優

れ
た
仏
像
が
輩
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
本
像
な
の
で

す
。「

北
近
江
の
ホ
ト
ケ
さ
ま
」
は
一
旦

こ
の
号
を
も
っ
て
幕
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ

う
。■問

高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

（
7
８
５
‐
２
２
７
３
）

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５
‐
８
７
２
２
）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
転
車
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
利
用
し
よ
う

子
ど
も
た
ち
が
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
を
学
び
ま
し
た

毎
年
、
長
浜
地
区
と
伊
香
地
区
で
は
、

交
通
安
全
の
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
て

も
ら
お
う
と
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に

「
子
ど
も
自
転
車
大
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
大
会
の
結
果
は
、
長
浜
地
区
で
は

び
わ
北
小
学
校
が
、
伊
香
地
区
で
は
伊
香

具
小
学
校
が
県
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

自
転
車
は
、
そ
の
気
軽
さ
や
便
利
さ
の

反
面
、
自
分
が
け
が
を
す
る
だ
け
で
な
く

歩
行
者
に
け
が
を
負
わ
す
な
ど
、
様
々
な

危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

夏
休
み
中
は
、
子
ど
も
達
が
自
転
車
に

乗
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
ご
家
庭
や
地
域
内

で
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
、
子
ど
も

た
ち
に
ぜ
ひ
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
運
転
は
危
険
で
す
！

安
全
講
習
の
受
講
対
象
と
な
る

自
転
車
の
「
14
の
危
険
行
為
」

法
律
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
の
危
険
行

為
に
よ
り
、
３
年
間
に
２
回
以
上
検
挙
さ

れ
る
と
、
安
全
講
習
の
受
講
が
命
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
行
為

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
信
号
無
視

②
通
行
禁
止
部
分
の
通
行

③
歩
行
者
道
路
で
の
徐
行
無
視

④
通
行
区
分
の
無
視

⑤
路
側
帯
で
の
歩
行
者
妨
害

⑥
遮
断
機
が
下
り
た
踏
切
へ
の
侵
入

⑦
信
号
の
な
い
交
差
点
で
優
先
車
両
の

進
行
妨
害

⑧
交
差
点
右
折
時
の
車
両
の
進
行
妨
害

⑨
環
状
交
差
点
で
ほ
か
の
車
両
の
進
行
妨
害

⑩
一
時
停
止
無
視

⑪
歩
道
で
の
歩
行
者
妨
害

⑫
ブ
レ
ー
キ
の
不
良
自
転
車
の
運
転

⑬
飲
酒
運
転

⑭
安
全
運
転
義
務
違
反
（
傘
さ
し
、
携
帯

電
話
の
使
用
、
イ
ヤ
ホ
ン
使
用
な
ど
）

自
転
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

【第１次試験日】９月20日(日) 【申込受付期間】８月３日(月)～25日(火) ※消印有効

【 試 験 会 場 】湖北広域行政事務センター クリスタルプラザ

※受験申込書は、湖北広域行政事務センターで配布しています。

センターホームページからダウンロードすることもできます。

受験申込書を郵送で請求する場合は封筒の表に「職員採用試

験受験申込書請求」と朱書きし、あて先・郵便番号を明記し

た返信用封筒(角形２号・120円切手を貼付)を同封して右記

まで。

ごみを処理施設へ直接持ち込む場合は、下記の区分により搬入してください。

※ウイングプラザ(米原市番場)へは直接持込みできません。

不燃ごみの中にスプレー缶類等が混入していると、

ごみ収集車の火災原因となります
スプレー缶類、ライターは、必ず資源ごみに出してください。

※燃料･塗料缶類もふた(キャップ)をはずして、スプレー缶類

として資源ごみ(収集日)に出してください。

詳しくは「こほくる～る」で確認していただくか、担当課まで。

湖北広域行政事務センター職員の募集

ごみの直接持込み施設は、地域によって異なります
■問湖北広域行政事務センター業務課(7６２－７１４３)、環境保全課(7６５－６５１３)

スプレー缶類、ライターは「資源ごみ」に！
■問湖北広域行政事務センター業務課(7６２－７１４３)、環境保全課(7６５－６５１３)

一般行政職

(上級)
若干人

受　験　資　格職　　種 採用予定人員

次のいずれかに該当する人
ア　平成元年４月２日～平成６年４月１日に生まれた人
イ　平成６年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大

学(短期大学を除く。以下「大学」という)を卒業した人または
平成28年３月31日までに大学を卒業する見込みの人

問合せ・応募先

湖北広域行政事務センター職員選考委員会

〈湖北広域行政事務センター総務課内〉

〒５２６－００２１ 八幡中山町200

7６２－７１４２

クリスタルプラザ
八幡中山町200
7６２－７１４３クリスタルプラザ

八幡中山町200
7６２－７１４３

可燃ごみ　
資源ごみ(古紙は除く)
可燃性粗大ごみ
(布団・たたみ・カーペット等)

不燃ごみ・粗大ごみ
クリーンプラント
大依町1337
7７４－３３７７

伊香クリーンプラザ
西浅井町沓掛1313－1
7８８－００８８

ごみの種別　 長浜・浅井・びわ・
虎姫・湖北・高月地域

木之本・余呉・
西浅井地域

伊香クリーンプラザ
西浅井町沓掛1313－1
7８８－００８８

▲子ども自転車大会の様子


